
9 平 成1 7 年（ 2 0 0 5 ） 2 月 8平 成1 7 年（ 2 0 0 5 ） 2 月

有
漢
町
横
見
地
内
で
は「
横
見
住
宅
」

と
し
て
、平
成
10
年
か
ら
年
次
計
画
で
、

全
56
戸
の
住
宅
建
設
を
進
め
て
い
ま

す
。
平
成
16
年
度
事
業
と
し
て
、
８
戸

が
完
成
し
、
46
戸
と
な
り
ま
し
た
。
横

見
住
宅
は
木
造
平
屋
建
。
間
取
り
３
Ｄ

Ｋ
で
、
住
宅
の
床
面
積
は
77
・
４
㎡

（
バ
ル
コ
ニ
ー
を
除
く
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

次
の
と
お
り
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
ま
た
、
成
羽
町
の
「
妙
見
住
宅
」

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
イ
ツ
成
美
」
も
入
居

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
２
月
1 8
日
(金 )
〜
2 8
日
(月)

【
横
見
（
第
３
）
住
宅
】
有
漢
町
有
漢

・
募
集
戸
数
…
８
戸

・
家
賃
…
２
万
２
０
０
円
〜
３
万
３
５

０
０
円

・
入
居
条
件
…
所
得
要
件
に
該
当
す
る

人【妙
見
住
宅
】
成
羽
町
下
原

・
募
集
戸
数
…
１
戸

・
家
賃
…
１
万
７
４
０
０
円
〜
２
万
８

８
０
０
円

・
入
居
条
件
…
所
得
要
件
に
該
当
す
る

人【フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
イ
ツ
成
美
】
成
羽
町

成
羽

・
募
集
戸
数
…
１
戸
　
　
　
　
　
　
　
　

・
家
賃
…
３
万
２
０
０
０
円
（
定
額
）

・
入
居
条
件
…
所
得
要
件
に
該
当
す
る

人
お
よ
び
同
居
親
族
の
あ
る
人

Y
都
市
整
備
課
住
宅
係
�
��
０
２
３

７

完成した有漢・横見住宅

国
土
交
通
省
で
は
、
地
域
振
興
や
観

光
振
興
の
観
点
か
ら
自
動
車
の
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
の
地
域
名
表
示
を
弾
力
化

し
、
新
た
な
地
域
名
表
示
を
認
め
る
こ

と
と
し
、
平
成
18
年
度
か
ら
の
導
入
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
倉
敷
地
域
で
は
「
倉

敷
地
域
ナ
ン
バ
ー
を
実
現
さ
せ
る
会

（
会
長
…
倉
敷
商
工
会
議
所
会
頭
　
大

原
謙
一
郎
）」
を
立
ち
上
げ
、
倉
敷
地
域

の
５
市
７
町
（
倉
敷
市
、
笠
岡
市
、
井
原

市
、
高
梁
市
、
新
見
市
、
船
穂
町
、
金
光

町
、
鴨
方
町
、
里
庄
町
、
寄
島
町
、
矢
掛

町
、
真
備
町
）
が
賛
同
し
て
い
ま
す
。

決
定
さ
れ
る
に
は
、
住
民
の
過
半
数

の
同
意
に
よ
り
県
を
通
じ
て
国
へ
要
望

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
市
は
３
月
に
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
広

報
た
か
は
し
３
月
号
の
配
布
時
に
調
査

表
を
全
世
帯
へ
配
布
し
ま
す
の
で
、
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

Y
商
工
観
光
課
�
��
０
２
２
９

う
か
ん
生
涯
学
習
推
進
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
大
会
テ
ー
マ
…
「
心
豊
か
な
社
会
を

求
め
て
」

▽
と
き
…
３
月
６
日
（ 日 ）
13
時
10
分
〜

15
時

▽
と
こ
ろ
…
有
漢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▽
記
念
講
演

演
題「
や
さ
し
い
街
　
や
さ
し
い
人
」

講
師
石
井
め
ぐ
み
さ
ん
（
女
優
）

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

「
噂
の
刑
事
ト
ミ
ー
と

マ
ツ
」
「
お
ん
な
太
閤
記
」

な
ど
に
出
演
。「
オ
レ
た
ち
ひ
ょ
う
き
ん
族
」
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
の
ジ
ャ
ン
ル
で

も
活
躍
。
１
９
９
６
年
に
障
害
を
抱
え
て
い
た
長

男
の
成
長
を
綴
っ
た
『
笑
っ
て
よ
、
ゆ
っ
ぴ
い
』

を
執
筆
し
、
そ
の
子
育
て
の
様
子
は
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
「
ゆ
っ
ぴ
い
の
ば
ん
そ
う
こ
う
」
と

し
て
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
、
反
響
を
呼
ぶ
。

▽
入
場
料
…
無
料

▽
申
し
込
み
…
教
育
委
員
会
有
漢
分
室

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Y
教
育
委
員
会
有
漢
分
室
�
��
２
０

１
３

―
う
か
ん
生
涯
学
習
推
進
大
会
―

今
年
の
高
梁
市
歴
史
文
化
講
座
は
、

「
山
田
方
谷
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て

開
催
し
ま
す
。

近
年
、
山
田
方
谷
が
脚
光
を
浴
び
る

に
至
っ
た
の
は
、
行
財
政
改
革
と
い
う

現
代
的
テ
ー
マ
か
ら
で
し
た
。そ
れ
は
、

陽
明
学
者
方
谷
が
抜
擢
さ
れ
見
事
藩
政

改
革
を
成
功
に
導
い
た
だ
け
で
な
く
、

幕
府
老
中
と
な
っ
た
藩
主
板
倉
勝
静
の

政
治
顧
問
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ

っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
方
谷
に
つ
い
て
、
陽
明
学
と
は

何
か
、
な
ぜ
藩
政
改
革
が
成
功
し
た
の

か
、
幕
府
・
藩
政
治
に
お
い
て
い
か
に

活
躍
し
、
生
き
た
か
の
視
点
か
ら
２
回

に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。

◆
場
所

文
化
交
流
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３
階
第
２
・
３

講
座
室

◆
講
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吉
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朝
森

要
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